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研究課題名 

授業に対する没入感や不自由さが授業時間の長さのイメージに及ぼす影響

研究内容と成果の概要 

コロナ禍以前から行ってきた尺度開発の研究を踏まえ，筆者らは，2020 年度にオンライン授業にお
ける学生の不自由感について調査を行った(高橋・沖林，2021)。一方，歌唱活動を制限されていた教育
学部附属山口小学校と同山口中学校の児童生徒を対象として，コロナ禍における合唱活動に対する不

自由感に関する心理モデルの作成を目的とした調査を行った(高橋・沖林，2021)。調査の結果，児童生
徒が感じる不自由感には，「歌えない現状に対する認識」，「歌えないストレス」，「歌えないことへの不

満感」，「歌うことに対するメタ認知」があることが示された。この結果を踏まえて，大学生を対象とし

て，マスクを着用しながら対面（一部オンライン）で合唱活動を行う大学授業での不自由感に関する調

査を行った(高橋・沖林，2021, 印刷中)。その結果，「歌えない現状認識」，「歌えない不自由感」，「歌え
ないことへのネガティブ認知」，「感染予防意識」，「歌うことのメタ認知」の 5つの因子が検出された。
以上の 2つの研究は，発達段階にかかわらずコロナ禍における合唱活動は，児童生徒や学生の合唱活動
に対する不自由感を高めていたことを示唆するものである。

以上のような背景に基づき，本研究では，オンライン授業に対する没入感と授業時間の関係を検討す

る調査を行った。本 PJの枠組みを利用して，教育学部だけにとどまらず，様々な方法の授業の担当教
員に協力していただくことができた。受講者は，受講した授業の終了後に授業に対する没入感に関連す

る項目と主観的な授業時間に対する項目に回答した。2020年度は，650サンプル，2021年年度前期は
1200サンプルを収集した。図 1には，対面授業，Zoom，動画視聴の授業方法を比較して，授業に対す

る没入感と主観的な授業時間の関連

を示した。凡例の 1は対面授業，3は
Zoom，4は動画視聴の方法である。対
面授業と Zoomは没頭することで授業
時間を短く感じるようになるのに対

し，動画視聴の場合は没頭と主観的授

業時間に関連は見られない。

【図１ 授業に対する没入感と主観的な授業時間】
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2020年度の 650サンプルによる調査結果では，対面形式や Zoomを用いた方法では，授業に対して
没頭した感覚を持つことや授業を楽しむことが，授業時間を短く感じさせることが示された一方で，動

画視聴による授業では没頭した感覚と授業時間の長さイメージには関連が見られないことが示された。

この結果は，対面授業，オンライン授業，オンデマンド授業またそれらの複合的な授業形式では，授業

に対する没入感と授業の時間的イメージには異なる関連性が見られることを示唆している。

本研究の成果については，音楽教育や心理学領域での研究発表を予定している。小中学校や高校にも

一人一台のタブレット端末が導入されることになったこともあり，今後は教育活動とインターネット

技術はより密接になることが予想される。今後は，学習者の授業への没入感をより簡便に測定できる手

法の開発を目指す。また，筆者らの所属する教育学部は，講義形式の授業のほか，学生がフィールドに

赴いて児童生徒や地域住民と関わる活動など多様な方法による教育活動が行われる。本研究で開発し

た授業への没入感に対する簡便な測定手法を応用することで，これまではノートテイキングの質的分

析などで行われてきた講義室の外での学びに関する量的データの蓄積が可能となる。


